












The Concepts of Torture and Other Ill-Treatment under
European Convention for the Prevention of Torture




What is "torture" and "inhuman" or "degrading" treatment or punishment? This
remains an unanswered question in international law! This article approaches the
question by examining the activities of the European Committee for the Prevention
of Torture and Inhuman or Degrading Treatment or Punishment (CPT) which was
established under the European Convention for the Prevention of Torture and
Inhuman or Degrading Treatment or Punishment.
This paper is the second part of this article and deals with, the definition and the
function of "inhuman or degrading treatment or punishment (ID).
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になる場合には、品位を傷つけるものと言い得る」56)と述べている。又、 Tyler v. U.K.事
件57)では、ある刑罰が、 3条違反を構成する「品位を傷つける」ものであると認められるた
めには、侮辱の程度又はそれによる品位の低下58)が一定程度に達していることが要請される
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v. Greece, App. No. 3344/67, p. 186.
56) Ibid. para. 2.
57) ECtHR, Tyrer v. United Kingdom, Judgment of 25, April, 1978, App. No. 5856/72, 1978, para. 30.
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59) ECtHR, Raninen v. Finland, Judgment of 16 December 1997, App. No. 20972/92, Reports of Judgments






























60) Lord Lester of Herne. Hill and David. Pannick, Human Rights Law and Practice, Butterworth, 1999.
paras. 4.3.7.-4.3.8.
61) See, for example, CE, Report on the visit to Latvia by the CPT from 24 January to 3 February 1999,
CPT/Inf (2001) 27, para. 16, Report on the visit to Ireland by the CPTfrom 26 September to 5 October
1993, CPT/Inf (95) 14 [EN], para. 100.
































63) CE, Expbnatory Report ', European Convention for the Preventbn of Torture and Inhuman or Degrading
























































権裁判所の先例を考察することで疑問が解消されると考える。まず、 V. v. U.K.事件68)にお
いては、問題となった取扱いに、被害者に屈辱を与えその品性をおとしめるという意図がな
かったという点は考慮に値するものの、そのような目的の欠如が3条違反とならない決定的
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翻ってCPTの分析に戻ると、個別報告書を分析する限りにおいては、 CPTがID認定に際
して故意の存在を重視していることを証明するに足る記述は見当たらなかった。また一方で、
実際の虐待行為をより広範にカヴァーするために司法機関としての機能をもたないという
CPTの使命及び活動の性格を考えると、 CPTが訪問実行の過程において故意の存在を厳格
に要請し、 ID認定に課する制限を自ら増やしているとは考え難い。従って、 CPTは、欧州
人権裁判所のこのような先例を参考にした上で、 ID認定に際して故意の存在を重視してい
るものの、これに固執はしない方針をとっていると考えるのが自然である72)。
(5)小括
以上、 ID概念の性格及びその認定基準について検討した。委員会の報告書を検証する限
りにおいては、 CPTによる披自由剥奪者の拘禁環境に関するID認定の現状は比較的異論の
ないものであるといえよう73) ID認定の基準については未だ不明な点も多いが、 CPTの判
断の特徴は、特にこのID概念の性格の捉え方にあるといえる。その根拠のひとっには、既
に述べた通り、 CPTは直接的な身体的又は心理的虐待行為に言及する際に、 「非人道的な又
は品位を傷っける取扱い又は刑罰」という用語を使用していないことがある。この事実は、
これまでの他の条約機関の実行にはみられなかった、 CPTの特徴的な判断を示すものであ
るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(未完)
72)尚、この様な欧州人権裁判所の先例から、 CPTにおける「拷問」認定に際しても、今後故意の存在を重視する比重
が低下してゆくことが予想される。
73)当該用語の適用に関する欧州人権裁判所の判例が未だ少数のため、欧州人権裁判所における「非人道的又は品位を
傷つける」という文言と、 CPTによる当該用語の判断の間に摩擦が生じる可能性は現在のところ高くないであろう
